勿論、 神経 は、 そこに 未だ 沢山の 葉が 房々 と 空 を 画つ 

ている こと も、 幹 は 太く、 暗緑色に 眼路に 聳えて いる 

こと も、 視 ている。 然し、 心 は、 その物 質 を 越えて 普 

遍な 空気の 魅力 を 直覚す る。 私 は 流れる 気流と ともに 

ある。 春の ように、 個々 の樹の 根から 萌え出る もので 

ない こと を 思い知らされ、 直感す る。 心 を 鎮め、 自然 

を 凝視す ると、 あらゆる 不透明な 物体 を 徹して、 霊魂 

が 漂い 行く の を 感じずに はいないだろう。 それ も、 春 

始めの、 人間ら しく、 或は 地上の ものら しく、 憧憬 や 

ゆ-つえん 

顫える 呼吸 を もった 游衍 ではない。 心が、 深く セレ ー 

ンな 空気の 裡に 溶け 入りて 一 体と なり、 それ 自体 透明 



あっても 等しく 内に、 何等かの 調和 律 を 持たない もの 

は 無かろう。 真心 を 以て 芸術に 参す る もの は、 自己に 

許された 範囲に 於て、 最大. 最高の 諧調 を 見出したい 

という 祈願 を、 片時 も 捨て かねる ものと 思う。 然し、 

仕事に 面して、 どんな こと を 仕よう が 自分 以上に はな 

れ ない。 自分の 内に 在る だけの 輝き ほか、 自分 を 照す 

もの はない。 而も、 発育したい 希い、 より 完 美な 芸術 

を 創始したい 熱情に 鞭打 たれた 場合、 少く とも 自分 は、 

惨めに 焦慮す る 心 持 を 知っている。 それが、 如何に 統 

一 を 破る かも 知っている。 そのために 翻って、 どんな 

に 製作に 向っての 無私が 必要 だか、 意識下の 均衡が 大 
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